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北
海
道
は
明
治
維
新
後
に
本
格
的
な
�開

拓
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が進められた。それから１５０年















に
満
た
な
い
が
、
耕
地
面
積
は
１
２
０
万

ha
に
達
し
、
日
本
一
の
近
代
化
農
業
を
展

開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
当
初
、
新
開
地

だ
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
遭
遇
す
る

も
、
我
が
国
の
食
糧
供
給
基
地
を
建
設
す

る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
洋
式
農
法
を
導

入
す
る
な
ど
し
、
新
し
い
境
地
を
切
り
拓

い
�
�
た
�。

寒
冷
地
だ
け
に
畑
作
、
酪
農
を
主
体
に

す
る
と
さ
れたが


、
日
本
人
住
む
と
こ
ろ

に
稲
作
あ
り
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
耕

民
族
ら
し
く
稲
作
も
成
立
さ
せ
て
い
る
。

品
種
改
良
や
栽
培
技
術
の
改
善
で
、
現
在

で
は
冷
害
を
克
服
し
て
い
る
ば
か
り
か
、

収
量
や
品
質
で
�
�
�
�
�
�
��

�

も
�
�
�
�
�
��

�

府県

に
劣ら

な
い
。

耕
地
面
積
は
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）

ご
ろ
から

拡
大
し
て
い
る
。
北
海
道
は
開

拓
の
当
初
から

洋
式
農
業
を
導
入
し
た
と

一
般
的
に
は
考
え
られ

て
い
る
が
、
そ
の

洋
式
農
業
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
も
、
工
業
力
が
稚
拙

で
あ
り
、
鋼
材
に
も
不
足
し
て
い
れ
ば
、

無
理
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
洋
式

農
業
を
牽け
ん

引い
ん

す
る
耕
馬
も
育
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
洋
式
農
業
を
展
開
す
る
に
は
至
ら

な
い
。

明
治
政
府
は
旧
藩
の
殿
様
や
士
族
に
華

族
の
称
号
を
与
え
、身
分
を
保
証
す
る
も
、

仕
事
を
作
っ
て
や
る
方
策
を
立
て
な
け
れ

村井 信仁

馬
鈴
薯
は
北
海
道
農
業
の
基
幹
作
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
今
で
も
大
き
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
１
５
０
年
前
の
開
拓
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
耕
地
面
積
と
収
量
の
推
移
を

通
し
て
見
た
北
海
道
農
業
の
歴
史
。
そ
こ
か
ら
「
馬
鈴
薯
で
ん
粉
」
の
背
景
が
見
え

て
く
る
。

1
耕
地
面
積
の
拡
大

実
質
洋
式
化
は
明
治
後
期
か
ら
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北
海
道
農
業
の

　

発
展
過
程
と
特
質

北
海
道
馬
鈴
薯
で
ん
粉
物
語　

第
2
回

ば
な
ら
な
か
っ
た。そ


こ
で
、
資
金
を
用

立
て
、北
海
道
開
拓
に
目
を
向
け
さ
せ
た。


八
雲
に
尾
張
藩
の
徳
川
氏
、
雨
竜
に
徳
島

藩
主
の
蜂
須
賀
氏
、
伊
達
に
伊
達
藩
な
ど

が
大
挙
し
て
華
族
農
場
を
展
開
し
た。

一

般
の
入
植
者
も
土
地
を
開
墾
す
れ
ば
５
ha

の
土
地
が
無
償
で
与
え
られた


の
で
が
ん

ば
っ
たが

、
資
金
力
に
優
る
華
族
が
ど
ち

らか

と
い
え
ば
先
行
し
た。


明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
ご
ろ
に
開
墾

面
積
は
10
万
ha
に
達
し
、
馬
鈴
薯
で
ん
粉

製
造
も
始
ま
る
。
日
清
戦
争
は
明
治
27
年

農畜産物収穫量の全国に占める北海道
の割合（平成 20年度）

水稲—————— 7.3％
小麦——————61.5％
馬鈴薯—————79.0％
甜菜—————— 100％
大豆——————21.7％
小豆——————88.5％
インゲン————95.5％
ソバ——————49.1％
カボチャ————46.9％
スイートコーン	45.2％
タマネギ————56.3％
ダイコン————10.6％
ニンジン————29.4％
ヤマノイモ———34.2％
メロン—————15.5％
アスパラガス——16.5％
生乳——————48.9％
牛枝肉————— 2.1％
豚枝肉————— 5.9％
鶏卵—————— 4.2％

（
１
８
９
４
）、
日
露
戦
争
は
そ
の
10
年
後

の
明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
に
勃
発
す
る

が
、
こ
の
10
年
の
間
に
耕
地
は
25
万
ha
も

増
え
、
35
万
ha
と
な
っ
た。開


拓
は
本
格

化
し
、
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
耕
地
面
積
が
増
え
れ
ば
農
耕
は

畜
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
二
つ
の
戦

争
を
通
じ
て
馬
匹
改
良
が進

み
、
農
家
は

軍
馬
補
充
を
兼
ね
て
耕
馬
を
育
成
す
る
。

華
族
農
場
で
は
畜
力
ボ
ト
ム
プ
ラ
ウ
や
方

形
ハ
ロ
ー
を
輸
入
す
る
と
と
も
に
、
機
械

鍛
冶
を
養
成
し
て
国
産
化
に
着
手
す
る
。
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実
質
的
な
洋
式
農
業
の
展
開
で
あ
る
。

日
露
戦
争
から

さ
ら
に
10
年が

経
過

し
、
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
は
第
一

次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

場
合
、
国
は
地
続
き
で
あ
る
の
で
、
戦
争

と
な
れ
ば
全
土
が
戦
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま

れ
、
食
糧
の
生
産
は
途
絶
え
る
。
食
糧
を

世
界
から

買
い
求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

北
海
道
から

は
イ
ン
ゲ
ン
、
エ
ン
ド
ウ
、

馬
鈴
薯
で
ん
粉
な
ど
が
輸
出
の
対
象
と
な

り
、
高
値
で
取
引
さ
れた

こ
と
から

農
家

経
済
は
大
い
に
潤
い
、
農
家
は
力
を
つ
け

た。

大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
は
耕
地

面
積
は
85
万
ha
を
突
破
す
る
。

そ
の
後
、
�
�
�
���


�
�
�
��


動
乱
が
治
ま
っ
た
�
�
��


反動

で
不

景
気
時
代
を
迎
え
、
耕
地
面
積
の
拡
大
は

低
迷
し
た。それ



で
も
、
昭
和
10
年
（
１

９
３
５
）ご
ろ
から

回
復
し
、約
95
万
ha
と

な
る
。
昭
和
16
年（
１
９
４
１
）から

第
二

次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
若
者
が
戦
争

に
動
員
さ
れ
て
労
働
力
不
足
から

作
付
け

で
き
ず
、80
万
ha
前
後
�
�
�
��

�

に
減少

す
る
。
95
万

ha
に
回
復
す
る
に
は
約
25
年
を
要
し
た。


昭
和
30
年
（
１
９
５５

）
ご
ろ
から

ホ

イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入
さ
れ
だ
し
、

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
代
に
入
る
と
畜

力
と
世
代
交
代
す
る
。
プ
ラ
ウ
や
ハ
ロ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
や
ビ
ー
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
国
産
化

さ
れ
、
機
械
化
一
貫
体
系
が
成
立
し
た。


平
成
に
入
る
と
������





�
���



耕
地
面
積
は
�
�
���



さ
ら
に
��

拡
大

し
、
１
２
０
万
ha
に
達
す
る
。

明
治
維
新
後
、
蝦
夷
地
が
北
海
道
と
呼

ば
れ
、
本
格
的
に
開
拓
を
始
め
る
の
は
現

在
から

約
１５０年



前
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
に
開
拓
使
が
設

置
さ
れ
、
畑
作
や
酪
農
を
主
体
と
し
て
本

格
的
な
洋
式
農
業
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
。
明
治
５年

（
１
８
７
２
）
に
は
札
幌

に
官
営
鉄
工
場
を
建
設
し
、
機
械
鍛
冶
を

養
成
し
て
洋
式
農
機
具
の
製
作
を
開
始
し

た。

ま
た
、
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
に

は
札
幌
に
甜
菜
製
糖
工
場
を
建
設
し
、
不

足
し
て
い
た
甘
味
資
源
を
供
給
し
よ
う
と

し
たが

、
工
業
力
も
乏
し
く
、
甜
菜
を
栽

培
す
る
経
験
も
な
け
れ
ば
無
理
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
結
局
、挫
折
し
て
し
ま
っ
た。


甜
菜
製
糖
が
安
定
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
で

あ
り
、
40
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
�
��


最
初
の

製
糖
工
場
は
官
営
の
ビ
ー
ル
工
場
に
改
造

さ
れ
、
ビ
ー
ル
を
製
造
す
る
こ
と
に
な
っ

た。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
で
は
現
在
で
も
麦

芽
工
場
と
し
て
使
用
����



�

し
���


�

て
い
る
。

東
北
の
伊
達
藩
は
、
一
族
郎
党
総
勢
で

移
住
す
る
こ
と
を
決
定
し
、明
治
３
年（
１

８
７
０
）
に
は
ま
ず
２
５０

人
が
北
海
道

に
到
着
し
た。開


墾
を
始
め�

�
�
��


な
がら��



明
治

９
年
（
１
８
７
６
）
に
は
移
住
者
が
２
６

８
１
人
に
増
加
し
て
い
る
。
早
く
も
明
治

15
年
（
１
８
８
２
）
に
は
５
８
３
戸
の
農

家
で
１
４
００

ha
を
開
墾
す
る
に
至
っ

た。１


戸
当
た
り
２
・
４
ha
で
あ
る
。
政

府
は
開
墾
し
た
農
地
５
ha
は
無
償
で
取
得

で
き
る
と
し
て
い
る
の
で
、
10
年
く
ら
い

で
目
標
の
２
分
の
１
に
達
し
て
い
る
。
ず

い
ぶ
ん
と
早
い
速
度
で
あ
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
る
。

所
有
面
積
が０

・
５
ha
程
度
で
あ
れ
ば
、

と
く
に
畜
力
を
利
用
し
な
く
て
も
家
族
労

働
で
対
応
で
き
る
が
、
２
ha
と
も
な
る
と
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平
成
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2
主
要
作
物
の
作
付
面
積

「
厄
介
道
米
」も
今
は
昔

図 1：������������������������ 北海道の�������������������� 耕地面積拡大推移（明治元年～平成 20年）

出典：「北海道統計百年の歩み」
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で
熟
畑
化
し
て
い
る
圃
場
は
、
１
日
当
た

り
１５０


坪（
４
９
５
㎡
）の
耕
起
が最

高

の
能
率
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
10
ａ
の
耕
起

に
２
日
を
要
す
る
計
算
で
あ
る
。
２
・
４

ha
を
耕
起
す
る
に
は
約
50
日
が
必
要
で
あ

り
、
２
人
の
作
業
で
も
25
日
の
日
数
がか


か
っ
た。

こ
れ
で
は
適
期
作
業
は
困
難
で

あ
り
、ど
う
し
て
も
畜
力
が
必
要
に
な
る
。

畜
力
プ
ラ
ウ
の
能
率
は
１
日
当
た
り
平

均
70
ａ
で
あ
っ
た
の
で
、
同
じ
面
積
を
４

日
程
度
で
耕
起
す
る
こ
と
が
で
き
た。

耕

地
面
積
が
拡
大
す
れ
ば
ど
う
し
て
も
畜
力

化
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
伊
達
の
殿

様
は
道
庁
から

プ
ラ
ウ
な
ど
の
払
い
下
げ

を
求
め
る
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

傍ら�


�
�
�
�
�
�
�
�
�

、
アメリカから直接







輸

入
も
し
た。�����






�
�
����




一
方
で
は
、
�
�
����




刃物

鍛
冶
や
鉄

砲
鍛
冶
な
ど
を
機
械
鍛
冶
に
養
成
し
、
プ

ラ
ウ
や
ハ
ロ
ー
の
自
作
体
制
も
整
え
た
の

で
、
伊
達
を
中
心
に
洋
式
畜
力
農
法
が
本

格
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
伊
達
に

は
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
に
耕
馬
が１


４
００

頭
飼
養
さ
れ
て
い
た
と
記
録
が
あ

り
、
馬
匹
改
良
も
進
歩
し
て
動
力
源
の
確

保
に
も
尽
力
し
て
い
た。


図
�����




�
������





�
�

２
����



�
������





�
�

に
主
要
作
物
の
作
付
面
積
の
推
移

を
示
し
た。

馬
鈴
薯
は
開
拓
の
初
期
から


作
付
け
さ
れ
て
い
る
。
食
用
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
開
拓
面
積
が
増
え

れ
ば
で
ん
粉
に
加
工
し
て
付
加
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
たため


で
あ
る
。
豆
類

の
作
付
け
が
多
い
が
、
子
実
は
貯
蔵
が
可

能
で
あ
り
、
遠
方
へ
の
移
出
が
容
易
で
あ

る
こ
と
の
理
由
に
よ
る
。開

拓
当
初
から


北
海
道
農
業
の
基
幹
作
物
と
し
て
君
臨
し

て
い
る
。
豆
類
の
過
作
状
態
は
、
第
二
次

大
戦
後
、
馬
鈴
薯
や
甜
菜
と
い
っ
た
根
菜

類
が
増
え
る
ま
で
続
き
、
昭
和
50
年
（
１

９
７
５
）
以
降
、
急
速
に
小
麦
作
が
増
え

る
と
さ
ら
に
作
付
面
積
を
減ら

し
、
過
作

状
態
は
終
焉
し
た。


余
談
だ
が
、
水
稲
の
栽
培
は
寒
冷
地
で

は
無
理
と
さ
れ
て
い
たが

、
次
第
に
作
付

面
積
を
増
や
し
、
大
正
時
代
の
末
期
に
は

10
万
ha
を
突
破
す
る
。
昭
和
35
年
（
１
９

６
０
）を
過
ぎ
る
と
20
万
ha
に
も
な
っ
た。


し
か
し
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
は

食
生
活
の
変
化
から

コ
メ
余
り
の
時
代
と

な
り
、水
稲
の
作
付
制
限
が
施
行
さ
れ
る
。

小
麦
や
大
豆
へ
の
転
作
が
奨
励
さ
れ
、

徐
々
に
作
付
面
積
を
減ら

し
た。

平
成
元

年
（
１
９
８
９
）
に
は
15
万
ha
と
な
り
、

さ
ら
に
落
と
し
つ
つ
あ
る
。

北
海
道
米
は
収
量
で
は
府県

に
劣
る
も

の
で
は
な
か
っ
たが

、
食
味
に
問
題
が
あ

り
、
他
の
コ
メ
と
の
混
米
に
用
い
られ

る

こ
と
が
多
く
、「
厄
介
道
米
」
と
揶や

揄ゆ

さ

れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た。

し
か
し
、
昭

和
50
年
（
１
９
７
５
）
ご
ろ
から

食
味
を

良
く
す
る
品
種
改
良
に
取
り
組
み
、
最
近

で
は
府県

の
銘
柄
米
に
匹
敵
す
る
良
食
味

米
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
品
種
改

良
技
術
が
高
い
評
価
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
50
年
ご
ろ
から

野
菜
作
が
増
加
す

る
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
が開

通
し
、
北
海
道

は
消
費
地
の
府県から



以
前
の
よ
う
な
遠

隔
地
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
航

空
便
も
発
達
し
、
交
通
基
盤
が
整
備
さ
れ

る
と
、
鮮
度
を
失
い
や
す
い
葉
茎
菜
類
も

問
題
な
く
運
搬
で
き
る
。北
海
道
の
場
合
、

人
力
だ
け
で
は
�����




��
����




無
理
���


��
����




で
��

��
����




あ
る
。た
と
え
ば
、

開
墾
後
の
荒
地
の
場
合
、
鍬
で
耕
す
能
率

は
１
日
当
た
り
50
坪（
１
６
５
㎡
）で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
10
ａ（
１０００



㎡
）を

耕
起
す
る
の
に
６
日
を
要
す
る
。
既
耕
�地
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図 2：������������������ ����������  北海道の�������������� ����������  主要作物の作付面積推移（明治 20年～平成 20 年）

出典：「北海道統計百年の歩み」
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１
戸
当
た
り
の
経
営
面
積
が
大
き
い
の

で
、
収
穫
、
調
製
な
ど
に
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
野
菜
作
��

栽
培

と
い
え
ば
手
間
がかか


る
と
さ
れ
て
い
た

も
の
が
一
般
畑
作
物
並
み
に
省
力
化
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
し
て
い
る
。

野
菜
作
と
呼
ぶ
よ
り
は
生
鮮
作
物
と
す
る

の
が
妥
当
で
あ
る
と
指
摘
す
る
声
も
あ
る

ほ
ど
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
エ
ダ
マ
メ
は
機
械
収
穫
が

可
能
と
な
り
、
大
面
積
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
。
品
質
に
厳
し
い
我
が
国
に
あ
っ
て
は

生
食
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
機
械
収
穫
は

不
可
能
と
い
わ
れ
て
い
たが

、
こ
れ
も
新

技
術
の
開
発
で
問
題
点
を
ク
リア��



ー
�し

た。

今
後
、
全
国
的
に
農
村
の
労
働
力
が

不
足
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北

海
道
の
野
菜
作
は
も
っ
と
増
加
す
る
と
考

え
られ

て
い
る
。

馬
鈴
薯
は
食
用
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、で
ん
粉
に
加
工
す
る
こ
と
も
で
き
、

北
海
道
で
は
開
拓
の
当
初
から

畑
作
の
基

幹
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
た。

寒
さ

に
強
い
作
物
で
あ
る
の
で
、
冷
害
の
被
害

も
少
な
く
、
安
定
し
て
農
家
経
済
を
支
え

て
い
る
。
北
海
道
の
気
象
は
大
陸
性
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
日
中
は
暖
か
く
、
夜
間

が
涼
し
い
。
馬
鈴
薯
は
こ
の
ため

体
力
の

消
耗
が少

な
く
、
で
ん
粉
蓄
積
が
多
い
の

が
特
色
で
あ
る
。
で
ん
粉
加
工
に
有
利
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
食
味

に
優
れ
、
全
国
から������







�
�

生
食
用
と
し
て
�
�
需
要

が
多
い
。
ま
た
、降
水
量
が少

な
く
、台
風

の
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
北
海
道

は
馬
鈴
薯
の
栽
培
適
地
と
い
え
よ
う
。

図
��������������














３
�������������













に
馬
鈴
薯
の
栽
培
面
積
と
収
��

量
�の

推
移
を
示
し
た。

明
治
の
後
期
から

栽
培

面
積
が
増
え
て
い
る
の
は
開
墾
が進

み
、

耕
地
面
積
が
増
え
て
い
る
から

で
あ
る
。

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
第
一
次
大
戦

が
勃
発
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
豆
類
と
と
も

に
で
ん
粉
が
高
値
で
輸
出
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
栽
培
面
積
も
増
え
る
。
戦
争
が
終

わ
る
と
輸
出
量
は
少
な
く
な
り
、
それか



ら
世
界
的
な
経
済
不
況
が
10
年
ほ
ど
続

く
。
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
を
過
ぎ
る

と
よ
う
や
く
不
況
から

抜
け
出
し
、
活
気

を
取
り
戻
し
て
馬
鈴
薯
の
栽
培
面
積
が
増

え
る
。

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
から

第
二
次

大
戦
が
勃
発
し
、
労
働
力
不
足
から

各
作

物
の
栽
培
面
積
が減少


す
る
。そ

ん
な
な

か
で
馬
鈴
薯
は
食
用
に
供
す
る
こ
と
が
で

き
、
あ
ま
り
面
積
を
減ら

す
こ
と
は
な
か

っ
た。

戦
時
中
は
食
糧
不
足
から

学
校
の

校
庭
も
耕
し
て
馬
鈴
薯
を
作
付
け
す
る
ほ

ど
で
あ
っ
た。


戦
争
が
終
わ
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
営
農

時
代
を
迎
え
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
深
耕
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
根
圏
域
（
養
分

吸
収
範
囲
）が
広
が
っ
た。

昭
和
30
年（
１

北海道馬鈴薯でん粉物語　第２回

９
５５

）ご
ろ
から

一
般
産
業
が
復
活
し
、

そ
の
副
産
物
と
し
て
化
学
肥
料
が
使
え
る

よ
う
に
な
る
。根
菜
類
の
増
収
が
著
し
く
、

馬
鈴
薯
の
収
量
は
10
ａ
当
た
り
１
ｔ
程
度

で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
35
年（
１
９
６
０
）

に
は
２
ｔ
に
達
し
、さ
ら
に
昭
和
45
年（
１

９
７
０
）
に
は
３
ｔ
を
超
え
た。

平
成
５

年
（
１
９
９
３
）
に
な
る
と
４
ｔ
近
い
収

量
で
あ
り
、根
菜
類
の
全
盛
期
を
迎
え
る
。

（
次
号
に
続
く
）
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図 3：北海道の馬鈴薯の栽培面積、収量推移（明治 20年～平成 20 年）

出典：「北海道統計百年の歩み」


